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Ej = log C1/Pi) =一logρi 


















F =-.L土[ー ρj'/.1.;' log (ぁ・μj)-Pi (1ー ん)log {Pi c1ーん)}]
n i=1 
であり，
( 3 ) 
これを除去して考えるこもしnが一定であれば l/nは定数となるため，さらに，筆者[3]は，
とができるところに注目し， (3)式の行動エントロピー(ファジィ・エントロビーF)を， (4) 
式のように.Piとμzについて整理している。
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n n 
F=-E21A・logh+21Pt・mi (4) 

















例えば，n = 3とn=5の場合を考えてみると，両者ともすべての生起確率が l/n，すべての
メンバーシップ値が 1/2であるとすれば(このときFは最大となる)， 前者はF口 log3+ log 2 







エントロビーの平均として位置づけることができる。 しかしながら，上記の例でいえば，n = 3 
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ここで， (4)式を第 l項と第2項に分けて考えてみると，第 1項はすべての生起確率が l/n
(偶然性に関するあいまいさが最大)のとき lognで， nの増加にともない単調に増加するが，












n n n n 
S 口一 .2lpg・logP;/ log n +目ZlDs・mj口一 .21A-log，Js+目ZlDt-mt (7〉
上記の(7)式は，要素数nによって，第l項の偶然性に関するあいまいさの対数の底が2(ま
たは e)から nへと置き換えられることを示している。すなわち，対数の底が2であれば2値信
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がわかる。例えば， シャノン・エントロビーEのうち， Case-5とCase-6で言えば 50%clー
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表1 事象Xiの生起確率Plとメンバーシ γプ{直的の簡単な数値例
事象 Case-l Case- Case-3 Case-4 Case叩5 Case-6 
確率P;
メンバーシ
確率PI 確率PI 確率Pi 確率Pi 確率PiXi ップ値μt μt μt μt μt μt 
X1 0.5 0.5 0.5 0.2 0.2 0.2 0.25 0.5 0.1 0.5 0.1 0.2 
X2 0.5 0.5 0.5 0.3 0.8 0.3 0.25 0.5 0.2 0.5 0.2 0.3 
X3 0.25 0.5 0.3 0.5 0.3 0.4 
X4 0.25 0.5 0.4 0.5 0.4 0.5 
事象 Case-7 Case-8 Case-9 Case~lO Case-l1 Case-12 
確率Pi
メンバーシ
確率Pi 確率Pl 確率Pi 確率Pl 確寧PlXj 
ップ値μt
μt μt μt μt μt 
X1 0.2 0.5 0.1 0.5 0.125 0.5 0.05 0.5 0.1 0.5 0.05 0.5 
X2 0.2 0.5 0.1 0.5 0.125 0.5 0.05 0.5 0.1 0.5 0.05 0.5 
X3 0.2 0.5 0.2 0.5 0.125 0.5 0.05 0.5 0.1 0.5 0.05 0.5 
X4 0.2 0.5 0.3 0.5 0.125 0.5 0.05 0.5 0.1 0.5 0.05 0.5 
X5 0.2 0.5 0.3 0.5 0.125 0.5 0.2 0.5 0.1 0.5 0.05 0.51 
X6 0.125 0.5 0.2 0.5 0.1 0.5 0.15 0.5 
X7 0.125 0.5 0.2 0.5 0.1 0.5 0.15 0.5 
Xs 0.125 0.5 0.2 0.5 0.1 0.5 0.15 0.5 
X9 0.1 0.5 0.15 0.5 
XIO 0.1 0.5 0.15 
表 2 簡単な数値例による分析結果
各種エントロビー Case-l Case-2 Case-3 Case-4 Case-5 Case-6 
シャノン・エントロピーE 1.000 1.000 0.722 2.000 1.846 1.846 
多様性エントロビーH 1.000 1.000 1.000 2.000 2.000 2.000 
偶然性エントロビーN 1.000 1.000 0.722 1.000 0.923 0.923 
漠然性エントロビーM 1.000 0.849 0.849 1.000 1.000 0.940 
基準化ファジィ・エントロビーS 2.000 1.849 1.571 2.000 1.923 1.863 
複雑性エントロビーC 3.000 2司849 2.571 4.000 3.923 3.863 
各種エントロビー Case-7 Case-8 Case-9 Case-lO Case-l1 Case-12 
iシャノン・エントロビーE 2.322 2.171 3.000 2.722 3.322 3.133 
多様性エントロビーH 2.322 2.322 3.000 3.000 3.322 3.322 
偶然性エントロビーN 1.000 0.935 1.000 0.907 1.000 0.943 
漠然性エントロビーM 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000 
基準化ファジィ・エントロビーS 2.000 1.935 2.000 1.907 2.000 1.943 
複雑性エントロビー C 4.322 4.257 5.000 4.907 5.322 5.265 
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て，偶然性エントロピ-N(正規化シャノン・エントロビー)であれば，それぞれの nにおい
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